
〜阿仁公民館大阿仁地区公開講座〜

阿仁の山道と峠

●公民館活動　●生涯学習
●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

　
羽
州
街
道
は
、慶
長
８（
１
６
０
３
）年

二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
時
、幕
府
の
命
に

よ
っ
て
藩
主
が
地
域
住
民
を
総
動
員
し

て
作
っ
た
道
路
で
す
。
旧
鷹
巣
地
内
は
、

米
内
沢
城
主
将
赤
坂
朝
光
の
指
揮
に
よ

り
工
事
が
進
め
ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
東
北
で
は
奥
州
街
道
と
並
ぶ
二
大
街

道
で
、桑
折
宿（
福
島
県
）を
ス
タ
ー
ト
し
、

山
形
、
天
童
、
新
庄
の
各
藩
を
経
由
し
て

院
内
峠
（
雄
勝
峠
）
か
ら
秋
田
藩
領
を
縦

断
し
て
、矢
立
峠
を
通
っ
て
津
軽
領
ま
で

至
っ
た
。終
点
は
油
川
の
大
浜（
青
森
市
）

で
58
宿
が
設
置
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。羽

州
街
道
は
、
秋
田
と
山
形
（
出
羽
）
、
津
軽

の
大
名
た
ち
の
参
勤
交
代
の
道
路
と
し

て
利
用
さ
れ
、
馬
を
乗
り
継
ぐ
宿
駅
・
伝

馬
制
度
や
本
陣
（
大
名
・
役
人
の
宿
泊
施

設
）、旅
籠
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
。大
名
だ

け
で
な
く
一
般
庶
民
も
旅
な
ど
に
利
用

し
、行
き
交
う
人
々
で
と
て
も
賑
わ
っ
た

よ
う
で
す
。現
在
の
道
路
と
昔
の
街
道
を

重
ね
合
わ
せ
る
と
、い
く
ぶ
ん
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、基
本
的
に
は
現
在
の
国
道
７

号
線
と
重
な
る
部
分
が
多
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。現
在
も
各
地
区
の
人
た
ち
の
努

力
に
よ
り
街
道
が
整
備
・
保
存
さ
れ
、
十

分
昔
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。是
非
一

度
昔
の
旅
人
気
分
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。街
道
に
は
一
里（
４
㎞
）毎
に

「
一
里
塚
」を
築
き
土
盛
り
の
上
に
木（
桜
、

ケ
ヤ
キ
、サ
イ
カ
チ
な
ど
）を
植
え
、旅
す

る
人
の
目
安
と
し
て
い
ま
し
た
。 

　
大
名
や
幕
府
の
役
人
（
巡
見
使
な
ど
）

が
通
行
す
る
場
合
な
ど
は
、
人
足
や
馬
、

宿
泊
の
た
め
の
料
理
・
飲
み
物
の
準
備

な
ど
、村
人
た
ち
は
大
変
な
苦
労
を
負
っ

て
い
た
と
い
い
ま
す
。
尚
羽
州
街
道
沿

い
に
は
貴
重
な
文
化
財
（
旧
跡
）
が
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。 

▽
平
成
元
年
10
月
１
日
指
定 

▽
資
料
／「
鷹
巣
の
文
化
財
」「
鷹
巣
町
史
」

「
羽
州
街
道
を
ゆ
く
」「
北
鹿
は
た
ま
て
箱
」、

ほ
か
▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
　
照
内
捷
二 

 

▲ 綴子地内の標柱 

　１１月１７日、大阿仁小学校を会場に公開講座が開

催されました。 

　講師には、秋田市河辺「山の學校」の代表者藤原

優太郎先生をお迎えし、ふるさと学習と地域再考の

一環として地元の方々や大阿仁小学校の児童、そし

て仙北市の参加者合わせて約７０人が「阿仁の山道

と峠」と題した講演に耳を傾けました。 

　登山家でもある藤原優太郎先生は、河北林道や安

の滝、森吉山に何度も足を運んでおり、「地域に昔あっ

たものを今一度みんなで掘り起こしてみてはどうか」

と話されました。参加者の中には当時を思い出し、

大覚野峠を歩き西木村へ行ったことなど、昔話に花

を咲かせる場面もあり会場は大いに盛り上がりました。 

　学校での講座開催という初の試みに参加者は大

変喜んでおり、快く会場を提供してくれた大阿仁

小学校へ感謝の意を表わしました。 

学びの広場

北秋田市教育委員会 

　
高
校
生
の
み
な
さ
ん
、
自
分
た
ち
で
ク

リ
ス
マ
ス
を
演
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

場
所
　
中
央
公
民
館 

 『
メ
イ
キ
ン
グ
・
デ
イ
』 

日
時
　
12
月
18
日（
土
） 

　
①
午
前
10
時
〜
12
時 

　
　「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
」 

　
②
午
後
１
時
〜
４
時 

　
　「
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
」 

参
加
費
　
①
②
と
も
　
各
１
０
０
円 

　
　 

『
ほ
っ
と
・
ク
リ
ス
マ
ス
』 

日
時
　
12
月
23
日（
木
） 

　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分 

　
　「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
づ
く
り
」 

　
　「
会
場
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」 

　
午
後
３
時
30
分
〜
５
時 

　
　「
ほ
っ
と
・
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
」 

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

参
加
費
　
３
０
０
円 

※
武
石
寿
樹
先
生
の
ギ
タ
ー
ワ
ン
ポ
イ
ン

　
ト
レ
ッ
ス
ン
開
催
！ 

　
ギ
タ
ー
が
大
好
き
な
若
者
よ
集
ま
れ 

　（
受
講
料
無
料
） 

申
込
期
限
　
12
月
15
日（
水
） 

　
市
内
の
小
中
学
生
で
活
動
し
て
い
る
浜

辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
の
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

讃
美
歌
や
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど
も
り

だ
く
さ
ん
で
す
。 

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。 

日
時
　
12
月
25
日（
土
） 

　
　
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

場
所
　
浜
辺
の
歌
音
楽
館 

入
場
料
　
無
料 

 

少
年
少
女
合
唱
団

�

﹃
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
﹄

 

 

 

中
央
公
民
館
公
開
講
座

◎
申
込
み
・
問
合
せ
��

62-

１
１
３
０ 

パ
ー
テ
ィ
ー
で
大
活
躍
！ 

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
・
ゴ
ス
ペ
ル
講
座 

　
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
楽
し
く
ゴ
ス
ペ

ル
風
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

日
時
　
12
月
10
日（
金
）・
17
日（
金
） 

　
　
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時 

場
所
　
中
央
公
民
館 

持
ち
物
　
筆
記
用
具
　 

参
加
料
　
無
料 

申
込
期
限
　
12
月
８
日（
水
） 

    

日
時
　
12
月
13
日（
月
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
桜
田
勝
夫
さ
ん
　 

材
料
費
　
３
０
０
円 

持
ち
物
　
昼
食
・
筆
記
用
具 

申
込
期
限
　
12
月
10
日（
金
） 

    

日
時
　
12
月
17
日（
金
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分 

場
所
　
合
川
公
民
館 

合
川
公
民
館
公
開
講
座

◎
問
合
せ
� 
78-

２
１
１
４ 

講
師
　
鷹
巣
切
り
絵
同
好
会 

定
員
　
15
人（
先
着
順
） 

内
容
　
来
年
の
干
支
（
う
さ
ぎ
）
を
切
り
絵

で
作
り
、色
を
つ
け
小
色
紙
に
仕
上
げ
ま
す 

材
料
費
　
１
０
０
０
円 

持
ち
物
　
ゴ
ム
マ
ッ
ト
、
ア
ー
ト
カ
ッ
タ
ー

（
あ
る
人
の
み
）、
筆
記
用
具 

申
込
期
限
　
12
月
10
日（
金
） 

 

日
時
　
12
月
20
日（
月
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分 

場
所
　
合
川
公
民
館 

講
師
　
菊
地
洋
子
さ
ん 

定
員
　
15
人（
先
着
順
） 

内
容
　
来
年
の
干
支
（
う
さ
ぎ
）
の
小
置
物

を
ち
り
め
ん
で
制
作
し
ま
す 

材
料
費
　
９
０
０
円 

持
ち
物
　
裁
縫
道
具
一
式（
縫
い
糸
は
準
備

し
ま
す
） 

申
込
期
限
　
12
月
10
日（
金
） 

 

日
時
　
12
月
22
日（
水
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時 

場
所
　
合
川
公
民
館 

講
師
　
田
村
弘
子
さ
ん 

定
員
　
15
人（
先
着
順
） 

内
容
　
お
正
月
に
似
合
う
料
理 

材
料
費
　
１
５
０
０
円 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具 

申
込
期
限
　
12
月
８
日（
水
） 

干
支
う
さ
ぎ
の
ち
り
め
ん
小
物
講
座 

干
支
う
さ
ぎ
の
切
り
絵
講
座 

◎
問
合
せ
��

72-

３
０
１
４ 

森
吉
公
民
館
公
開
講
座

手
づ
く
り
　
ほ
っ
と
ク
リ
ス
マ
ス

◎
問
合
せ
��

62-

１
１
３
０ 

◎
問
合
せ
��

72-

３
２
５
９ 

高
校
生
ス
タ
ッ
フ
募
集 

し
め
飾
り
づ
く
り
教
室 

お
正
月
料
理
講
座 

 　北秋田市森林環境学習（青少年育成北秋田市民会議

主催）「第2回子どもたちの森づくり」が11月16日、北

欧の杜公園で開催され、市内12校の小学生73人と保

護者など111人が参加し、植樹活動に汗を流しました。 

　子どもたちは、森林組合の職員から森林の仕組みや

働きについて指導を受け、アオダモ、カツラ、シラカバ

合わせて100本を植樹しました。午後は、巣箱づくり

に挑戦するなど、晩秋の一日を楽しみました。 

大きく育て！　ぼくらの森よ！
〜「子どもたちの森づくり」活動〜

▲  大阿仁地区公開講座の様子 
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学びの広場

北秋田市教育委員会


